
（要旨）
　自然災害が多い日本では、災害弱者とされる子どものリスクマネジメントは重要課題と
なる。本研究は、子どもへの災害時のリスク教育について、文献資料やガイドライン等を
分析検討し、学校現場のリスク教育・防災教育に役立つ資料を収集することを目的とした。
　文献レビューにおいては、CiNii、J-STAGE、医中誌 WEB、IRDB を用い、「災害」「リ
スク教育」「子ども」「リスクコミュニケーション」等をキーワードにして検索を行った。
その結果 7 本の文献を抽出し、分析対象とした。認知発達段階に合わせたリスク教育・防
災教育に関する資料では、早期からのリスク教育・防災教育の重要性が示されているが、
認知発達に焦点をあてた報告は少なかった。今後も学年毎の比較や縦断研究など発達に伴
う変化等に焦点を当てたレビューを行い、知見を見出す課題が見いだされた。保護者の協
力とリスク教育・防災教育に関しては、より効果的な防災教育には、家族の信頼関係が重
要なキーワードになることが示唆された。今後の課題として、家族だけではなく、地域域
全体を巻き込んだ防災教育、さらに子ども一人でも実施可能な主体性を促す防災教育が重
要となることが示された。子どもの主体性を促すリスク教育・防災教育教材については、
ゲーミフィケーションとしてのマルチメディア教材が子どもの主体性を促す教材として
示唆され、今後の防災学習の中で展開されることが望まれた。文献レビューと同時進行で
行ったガイドライン・教材リストの作成では、31 件を選出した。しかしながらリスク教
育に関する教材・ガイドラインは「そんぽ学習ナビ」の 1 件のみで、その他多くが防災教
育を中心とするものであった。文献レビュー、ガイドライン・教材リストの作成の両研究
において、防災教育の一部にリスク認知やリスクコミュンケーションを単体とした資料は
複数あるが、リスク教育として系統的に示した報告を多く見出すことはできなかった。今
後は、従来の防災教育に併せて、リスク評価・リスク認知・リスクコミュニケーション等
の内容を含んだ包括的なリスク教育の取り組みが求められる。

研究体制 : 中塚志麻、亀岡智美、加藤寛
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Ⅰ　はじめに

　現代社会における子どもを取り巻くリスクには、いじめ、虐待、有害情報の氾濫、貧困、

ゲーム依存等様々なものがある。また、現在もパンデミック期にある COVID-19 の感染リス

クやワクチン接種に関する問題、世界の地域で起こる紛争の影響等次から次へとリスク課

題は深刻化し増大している。特に自然災害が多い日本では、災害弱者とされる子どもに対

するリスク教育は、子ども達が安全で安心な生活を営み、健やかに成長していくためにも

最も重要な課題である。

　リスク教育とは、リスクの性質、リスク評価の方法、リスク認知やリスクコミュニケー

ションについて学び、適切にリスクを管理するために必要な知識や技能獲得することに重

点を置いた教育のことをいう１）。実際には、自然災害に関して理解し知識を得るだけでなく、

その発生や原因について自ら学び、防災や減災の仕組みや自身の役割に気づき、それを実

践するプロセスが重要とされている２）。我が国のリスク教育は、近年までほとんど行われ

ていなかったとされ、教育の中でも歴史の浅い分野とされている。今後のリスク教育のあ

り方について、上田３）は、正しいリスク知識やリスク情報を効率的に共有するには学校教

育において低学年からの早期教育が最も効果的であると述べている。その理由として、「釜

石の奇跡」と呼ばれる釜石市の小学生に防災教育を教えた片田の実践を取り上げている。

片田は、小学校低学年からのリスク教育の実施は、その内容が親に伝わり、子どもが家族

を持った時にはさらにその子どもに伝承されていくサイクルが最も効果的に災害犠牲者の

最小化と早期復興に役立つと述べている４）。今後のリスク教育はこのような災害文化の醸

成に焦点をあてた取り組みが極めて重要な課題となる。

　また防災教育とは、　災害など社会に存在する様々なリスクから自分の身を守るために

方法に重点を置いた教育のことである。つまり、災害リスクから自分の命を守る具体的な

内容で構成されている。日本の防災教育は前述したリスク教育に比べて、古くから取り組

まれてきている５）。それは、日本の国土が常に自然災害に脅かされており、自然災害多発

国であるが所以である。

　以上のことから、リスクの性質、リスク認知、リスクコミュニケーション等リスクの概

念を正しく理解するリスク教育と、様々なリスクから自分の身を守るための防災教育や安

全教育は、子どもが将来にわたり、安全な生活環境を確保するための重要なアプローチと

なる。本研究は、災害時における子どものリスク教育・防災教育について、文献資料や教材・

ガイドライン等を分析検討し、学校現場に役立つ資料を収集することを目的とする。

Ⅱ　災害時における子どものリスク教育に関する文献レビュー

１.研究方法

　本研究は、システマティックレビューおよびメタアナリシスのガイドラインである

PRISMA 声明の原則に準拠し、実施した６）。

１）文献検索過程
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　学術情報データベースである CiNii、J-STAGE、医中誌 WEB、IRDB を用いて文献検索を行っ

た。検索キーワード「災害」「リスク教育」「子ども」「リスクコミュニケーション」「防災教育」

「リスク認知」の組み合わせを使用して、検索を行った。

２）選考基準と除外基準

　検索された文献は、以下の選択基準に基づき、タイトルと抄録のみで選別した。その後、

フルペーパーが入手可能である文献を精読し、適格性を判断した。

選考基準選考基準

・国内で実施された研究論文（英語論文含む）

・研究対象が子どもであること（児童福祉法の児童の定義に基づき 18 歳未満）

・「リスクコミュニケーション」「リスク教育」「リスク認知」の内容が具体的に記載されて

いるものであること

除外基準除外基準

・非公開研究

・災害時のリスク教育に関係のない文献

・文献レビュー

・実践報告

３）文献の選択

　上述のデータベースにおいて検索キーワードにより検索された論文は 903 本であった。

次に、全てのタイトル・抄録を閲覧し、本研究のリサーチクエスチョンに合致しない文献、

重複文献を除外し、61 本を選択した。さらに、対象子どもではない文献、「リスク教育」「防

災教育」関する内容が記されていない文献 32 本を除外した。その後、適格性を有する候補

文献 29 本を精読、除外基準に相当する文献 22 本を除外し、最終的に７本を採択する文献

として決定した。（図１）

４）倫理的配慮

　本研究は文献研究のため該当しない。

５）分析方法

　レビューシートを作成し、①著者名・掲載年　②キーワード　③対象　④研究デザイン・

研究方法　⑤研究目的　⑥考察 /結果　の項目立てをして、内容を整理した。（表１）

２.結果

１）　文献の掲載年次と対象者の属性

　今回採用した文献は、2010 年が１本、2017 年２本、2018 年１本、2019 年２本、2020 年
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１本であった。対象者の属性は、小学生を対象とした研究は全７本で、大学生と比較した

研究が１本、未就学児から保護者までを対象とした報告が１本、大学生と小学生を比較し

た研究が１本、小学生・中学生とその保護者を対象とした研究が１本であった。

図１ 対象文献選定のフローチャート

特
定

適
格
性

採
用

タイトル・抄録閲覧

データベースから抽出された文献数
（903本)

スクリーニングした文献
（61本）

リサーチクエス
チョンに合致しな
い文献・重複文献
を除外（842本）

・対象が子ども以外の文献

・「リスク教育」「防災教
育」に関する内容が記述さ
れていない文献

適格性を評価した全文献
（29本）

除外した文献
（32本）

適格性を満たした全文献数
（7本）

除外した文献
（22本）

・総評、文献レビュー、
実践報告書等の文献

図１　対象文献選定のフローチャート
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表
１

各
研
究
の
概
要

著
者 年

キ
ー

ワ
ー
ド

対
象

研
究

方
法

使
用

尺
度

察
考/

果
結

的
目

究
研

2
0
1
0
年

豊
沢

純
子

唐
沢

か
お

り
福

和
伸

夫

防
災

教
育

・
小

学
生

・
保

護
者

・
脅

威
ア

ピ
ー

ル
・

説
得

小
学

生
全

学
年

（
意

識
調

査
は

小
学

５
・

6
年

生
）

質
問

紙
調

査
脅

威
ア

ピ
ー

ル
研

究
の

枠
組

み
か

ら
小

学
生

を
対

象
と

し
た

防
災

教
育

が
、

児
童

の
感

情
や

認
知

に
変

化
を

及
ぼ
す

可
能

性
及

び
こ

れ
ら

の
感

情
や

認
知

の
変
化

が
保

護
者

の
防

災
行

動
に

影
響

す
る

可
能
性

を
検

討

2
0
1
7
年

照
本

清
峰

塚
本

章
宏

田
口

太
郎

地
震

・
津

波
・

非
難

・
リ

ス
ク

認
知

2
0
1
5
年
2
 月

6
 日

に
徳
島

県
南

部
で

発
生

し
た

地
震

に
よ

っ
て

強
い

揺
れ

を
観

測
し

た
地

域
に

あ
る

A
 小

学
校

の
全

児
童

を
対

象

質
問

紙
調

査
地

震
に

よ
る

揺
れ

と
津

波
に

関
す

る
小

学
生

の
認

識
（

地
震

発
生

直
後

の
認

識
・

動
揺

の
規

定
要

因
・

避
難

行
動
の

認
識

・
避

難
行

動
の

必
要

性
の

規
定

要
因

・
を

定
量

的
に

示
し

、
課

題
を

検
討

す
る

。

2
0
1
7
年

豊
沢

純
子

元
吉

忠
寛

竹
橋

洋
毅

他

防
災

教
育

・
リ

ス
ク

認
知

小
学

生
・

大
学

生
小
学
5
年
生
2
6
人

大
学
3
年
生
3
0
人

小
学

生
の

日
常

場
面

に
関

す
る

４
つ

の
イ

ラ
ス

ト
を

提
示

し
て

、
各

場
面

で
地

震
が

起
き

た
際

の
危

険
富

の
守

り
方

を
記

述

災
害

場
面

に
対

す
る

子
ど

も
の

リ
ス

ク
認

知
の

特
徴

を
明

ら
か

に
し
、

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
学

校
で

防
災

教
育
を

実
施

す
る

際
の

留
意

点
を

ま
と

め
る

こ
と
を

目
的

と
し

た
。

2
0
1
8
年

金
井

昌
信

上
道

葵
片

田
敏

孝

津
波

て
ん

で
ん

こ
家

族
間

信
頼

関
係

家
族

防
災

会
議

防
災

教
育

学
校

区
内

に
南

海
ト

ラ
フ

地
震

の
津

波
浸

水
想

定
区

域
が

含
ま

れ
る

小
中

学
校

の
児

童
・

生
徒

と
保

護
者

質
問

紙
調

査
「

津
波

て
ん

で
ん

こ
」

促
進

策
と

し
て

、
家

族
間

の
津

波
避

難
に

関
す

る
相

談
に

焦
点

を
あ

て
、

「
津

波
て

ん
で
ん

こ
」

促
進

効
果

と
実

現
可

能
性

に
つ

い
て
検

討
す

る
。

教
育

直
後

に
は

、
感

情
や

認
知

の
高

ま
り

が
確

認
さ

れ
た

が
、
3
か

月
後

に
は

教
育

前
の

水
準

に
戻

っ
た

。
恐

怖
感

情
と

保
護

者
へ

の
効

力
感

は
、
保

護
者

へ
の

教
育

内
容

の
伝

達
意

図
を

高
め

、
伝

達
意

図
が

高
く

な
る

と
実

際
に

伝
達

を
行

い
、
保

護
者

の
防

災
行

動
を

促
進

さ
れ

る
と

い
う

プ
ロ

セ
ス

が
示

さ
れ

た
。

地
震

発
生

後
に

お
い

て
動

揺
し

た
児

童
は

多
く

お
り
、
そ
の
動
揺
は
地
震
の
揺
れ
の
認
識
と
津
波
に
関

す
る

不
安

感
に

よ
っ

て
規

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

が
示

さ
れ

た
。
ま

た
、
児

童
の

大
半

は
津

波
の

来
襲

の
危

険
性

と
避

難
行

動
の

必
要

性
に

つ
い

て
認

識
し

て
い

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。
一

方
で
，
地

震
の

揺
れ

を
強

く
感

じ
た

場
合

に
は

避
難

行
動

の
必

要
性

を
想

起
で

き
な

く
な

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
も

示
さ

れ
た
。
地

震
の

揺
れ

を
感

知
し

た
直

後
の

児
童
の
心
理
状
態
を
考
慮
し
，
津
波
の
来
襲
を
予
見
し

避
難

の
必

要
性

を
喚

起
す

る
情

報
伝

達
体

制
や

児
童

が
動

揺
し

た
中

で
も

誘
導

で
き

る
危

機
管

理
体

制
を

確
立

し
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

こ
と

が
指
摘
さ
れ
た
。

大
学

生
に

比
べ

て
小

学
生

の
リ

ス
ク

認
知

の
特

徴
は
①
状

況
に

対
す

る
多

面
的

な
理

解
の

少
な

さ
。
②

自
我

関
与

の
低

さ
③
発

生
確

率
や

被
害

の
深

刻
さ

の
考
慮
の
少
な
さ
が
抽
出
さ
れ
た
。

津
波
避
難
相
談
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
相
談
し
た
つ

も
り
で
も
子
ど
も
は
内
容
を
忘
れ
た
り
、
聞
い
て
い

な
か

っ
た

り
す

る
こ

と
が

1
0
～

2
0
％

の
割

合
と

な
っ

た
。
家

族
で

避
難

方
法

の
相

談
を

実
施

し
た

家
族
の
子
ど
も
の
ほ
う
が
、
適
切
な
対
応
行
動
意
向
が

見
ら

れ
た
。
わ

が
子

が
適

切
に

避
難

で
き

る
と

思
っ

て
い
る
保
護
者
ほ
ど
「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」
を
実
行

す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

表１　各研究の概要
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表
１

各
研
究
の
概
要

著
者 年

キ
ー
ワ
ー
ド

対
象

研
究
方
法

使
用
尺
度

察
考/

果
結

的
目

究
研

2
0
1
9
年

豊
沢
純
子

元
吉
忠
寛

竹
橋
洋
毅

他

防
災
教
育

小
学
校
低
学
年

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
材

危
険
予
測

対
処
行
動

小
学
2
年
生

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教

材
を
使
用
し
た
授
業

の
実
施
と
質
問
紙
調

査

低
学
年
児
童
が
危
険
予
測

と
対

処
行
動

を
学
習
す
る
た
め
の
防
災
教
育

を
行

い
、
学

習
効
果
を
検
討
す
る
。

2
0
1
9
年

高
田
知
紀

近
藤
綾
香

防
災
教
育

リ
ス
ク
回
避

妖
怪

民
話

未
就
学
児
4
人

小
学
生
5
3
人

中
学
生
2
人

高
校
生
3
人

保
護
者
7
人

文
献
調
査
・
社
会
実

験
・
文
献
調
査
と
社

会
実
験
を
ふ
ま
え
た

理
論
的
考
察

妖
怪
伝
承
に
着
目
し
、
伝
統

的
な

自
然
災

害
に
関
す
る
捉
え
方
を
分
析
し

、
具

体
的
な

防
災
・
減
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提

案
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

2
0
2
0
年

曽
川
剛
志

リ
ス
ク
テ
ー
キ
ン
グ

連
続
的
意
思
決
定

地
図
活
用

図
上
避
難
訓
練

防
災
教
育

臨
海
部
人
口
密
集
都
市
の

小
学
校
に
在
籍
す
る
小
学

5
年
生
1
1
1
人
。
6
年

生
1
0
5
人
（
計
2
1
6
人

）

理
論
的
枠
組
み
の
提

供
と
そ
れ
に
基
づ
い

た
学
習
教
材
の
作
成

と
評
価

防
災
に
お
け
る
地
図
を
利
用

し
た

地
理
教

育
の
問
題
点
と
、
小
学
校
で
実

施
さ

れ
る
津

波
避
難
訓
練
の
限
界
を
明
ら
か

に
す

る
。

主
体
的
な
避
難
者
育
成
を
目

指
し

た
防
災

教
育
理
論
に
依
拠
し
な
が
ら
、

地
図

活
用
で

意
識
し
た
い
６
つ
の
理
論
的
枠

組
み

を
構
築

す
る
。

理
論
的
枠
組
み
を
基
に
臨
海

部
人

口
密
集

都
市
の
小
学
校
を
対
象
と
し
た

図
上

避
難
訓

練
を
開
発
す
る
。

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
教

材
を

用
い

て
危

険
予

知
と

対
処

行
動

学
ぶ

防
災

教
育

を
実

施
し

た
。
ま

た
、

保
護

者
と

一
緒

に
通

学
路

と
寝

室
の

危
険

を
考

え
る

課
題

に
取

り
組

ん
だ

。
授

業
の

効
果

と
し

て
、
危

険
だ

け
で

は
な

く
行

動
の

仕
方

を
具

体
的

に
学

ぶ
こ

と
、

保
護

者
と

連
携

し
た

学
習

を
行

う
こ

と
の

重
要

性
が

示
さ

れ
た

。

文
献

検
討

の
結

果
、

妖
怪

伝
承

に
は

地
震

や
津

波
、

洪
水

、
水

難
事

故
と

い
っ

た
災

害
と

関
連

す
る

も
の

が
多

数
存

在
し

た
。
中

で
も

妖
怪

の
働

き
が

災
害

の
誘

発
要

因
、
予

兆
前

兆
、
災

害
状

況
の

説
明

、
災

害
の

会
費

方
策

、
災

害
履

歴
の

伝
達

と
い

う
５

つ
の

類
型

が
見

い
だ

さ
れ

た
。
妖

怪
を

知
的

資
源

と
し

て
活

用
し

た
防

災
プ

ロ
グ

ラ
ム

実
施

し
た

と
こ

ろ
、
子

ど
も

達
は

新
た

な
妖

怪
を

考
え

出
す

作
業

を
通

じ
て

、
地

域
の

多
様

な
危

険
を

認
識

し
、
そ

の
対

策
を

検
討

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

避
難

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン
「

デ
ィ

グ
ロ

」
は

、
こ

れ
ま

で
津

波
避

難
訓

練
の

大
き

な
課

題
で

あ
っ

た
リ

ス
ク

テ
ー

キ
ン

グ
な

連
続

的
意

思
決

定
機

会
を

個
々

の
児

童
に

保
障

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
，

避
難

訓
練

の
個

別
化

と
避

難
の

可
能

性
，
発

災
シ

ナ
リ

オ
の

「
自

校
化

」
，

発
災

シ
ナ

リ
オ

の
異

な
る

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
繰

り
返

し
取

組
ま

せ
る

こ
と

が
可

能
に

な
っ

た
。

表１　各研究の概要
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２）　認知発達段階に合わせたリスク教育・防災教育

　防災教育を実施する際、子どもの発達段階に応じたリスク認知の特徴を踏まえた指導が

重要である。しかしながら、それぞれの年代の子どものリスク認知に焦点をあてた資料は

少なく７）過去の研究においては、火災避難経路の選択について調査した鈴木らの一連の研

究８）９）10）が報告されるのみである。このように、学校教育の中でリスク教育は、まだま

だ歴史が浅い教育分野とされている。その中でも今回採用した豊沢ら 11）の報告は、地震に

対する子どものリスク認知の特徴を明らかにし、実際に学校で防災教育を行う際の留意点

をまとめることを目的とした研究である。この報告では小学５年生と大学生を対象にイラ

ストで描かれたシーンを提示して、各シーンで地震が起きた時に危険と身の守り方につい

て自由に回答を求めている。使用したワークシートには、小学生の日常生活に深く関係す

る「授業中」「給食中」「下校中」「就寝中」のイラストが示され、丸等で囲った人物の視

点から各シーンで地震が起きた際の危険と身の守り方についての自由記述を求める内容と

なっている。結果において、学生と比較した小学生のリスク認知の特徴として、①状況に

対する多面的な理解の少なさ、②自我関与の低さ , ③発生確率や被害の深刻さの考慮の少

なさ、が抽出された。これらの結果を踏まえて、豊沢らは小学生に防災教育を行う際の留

意点について以下のように考察している。①状況に対する多面的な理解の少なさに対して

は、「道路の真ん中に逃げる」ことがどんな状況であっても安全であるか等具体的な状況を

設定し、児童の様々な意見を引き出すことで多面的な理解を促す取り組みをする。②自我

関与の低さ・③発生確率や被害の深刻さに対しては、より具体的な説明を提示する。例えば、

「この子が地震の時にテレビで怪我をする可能性はどれくらいか」「画びょうが飛んでくる

可能性はどれくらいか」等状況を具体的に説明することでより客観的な理解を促す必要性

を考察している。また、従来からある危険予知トレーニング教材に加えて心理的な影響に

ついても理解する教材を開発し、双方の影響について学習する機会を設けることが有効と

述べている。

　小学校全学年を対象とした研究では、照本ら 12）の報告がある。この報告は、地震による

揺れと津波に関する小学生の認識を定量的に示し、課題を検討することを目的とした研究

である。対象とした地震は 2015 年２月６日 10 時 25 分に徳島県で発生した震度５強の地震

である。調査は地震発生３日後の下校前の時間帯に全児童を対象とした。地震発生後の児

童の心理状況では地震の大きな揺れを感じた児童は、揺れをあまり感じなかった児童と比

較して、津波来襲の予測ができなくなる傾向があることが示された。また、学年間の比較

では、津波来襲の不安感、地震発生後の動揺に関する認識については統計的に有意な差は

みられなかった。これらの結果を踏まえて、照本らは、小学校の児童は地震発生直後には

心理的な動揺により津波来襲を想起できなくなり、避難行動に結びつかない可能性を示唆

し、避難の必要性を喚起する情報伝達内容と動揺した児童を誘導できる体制を構築必要が

あると述べている。また、避難行動に認識においては、知識だけではなく、どこにどのよ

うに避難するのか等具体的な認識と避難訓練等を何度も繰り返し実際に行動することが必

要であると報告している。
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　児童の中でも低学年に対する効果的な防災教育は、認知発達段階の特徴を踏まえて考案

しなければならないとされている、しかし、低学年児童の発達段階の特徴を踏まえたリス

ク認知に関する研究はあまり報告されていない。その中でも豊沢ら７）は低学年の児童を対

象として発達段階の特徴を踏まえた防災教育の実践を報告している。この報告では、低学

年に向けた防災児教育の工夫として、①マルチメディアの教材使用　②低学年児童向けの

評方法の提案の２点を挙げている。これらを活用して、低学年児童が危険予測と対処行動

を学習するための防災教育を実施し、その学習効果を検討した。評価においては、危険予

測と対処行動の両面について児童の主観的な理解度と自由記述の内容で評価を行った。そ

の結果、主観的な理解度は学習の主効果が生じ、学習効果が確認されたとしている。また、

危険予測と対処行動の理解度の差はなく、危険と安全をバランスよく学習することができ

たと報告されている。

３）保護者の協力とリスク教育・防災教育

　豊沢ら 13）の研究では、小学生を対象とした防災教育が保護者の防災行動に与える影響に

ついて、検討している。小学校５年生・６年生の児童 135 名を対象に、防災教育の直後の

保護者への効力感、保護者への教育内容の伝達意図と３か月後の保護者への情報伝達量、

保護者の協力度を測定した。豊沢らは５つの要因（恐怖感情・脅威への脆弱性・脅威の深

刻さ・反応効果性・保護者への効力感）が保護者への情報伝達意図を高め、情報伝達意図

が高まるほど、実際の伝達がなされ、情報伝達後に保護者の防災行動が行われやすくなる

というプロセスモデルを構築し、検討を行っている。このプロセスモデルについて、共分

散構造分析を行った結果、５要因の中で恐怖感情と保護者への効力感が、保護者への伝達

意図に影響し、伝達意図が高まると保護者に伝達され、保護者の防災行動が促される一連

のプロセスを示した。また、他の３要因では影響が生じなかった理由として、以下の２点

を提示している。

　まず１点目は、相関分析で５要因全てが相関を示していることから、保護者への伝達意

図に影響しており可能性はあるものの、概念に共通する部分のある複数の要因を同時に投

入した共分散構造分析では一部の要因の影響が表れにくかったのではないかと考察してい

る。２点目は、小学生の防災行動意図の規定因は、大人とは異なっている可能性である。

つまり、子どもから保護者への情報伝達課程を踏まえたモデルにおいては、従来の大人を

対象とした研究ではなかった要因間の関係が生じたと解釈している。加えて、このプロセ

スモデルでは、各要因が保護者への伝達意図だけでなく、伝達量や保護者の協力度に直接

影響する可能性も示唆している。豊沢らはこのモデルにおいて、防災教育を受けた児童を

媒介としたメッセージは、専門家よりも効果的に保護者の防災行動を促進する可能性を提

示している。また、金井ら 14）の研究では、「津波てんでんこ」を促進策として、家族間の

津波避難に関する相談に焦点をあて、「津波てんでんこ」の促進効果と実現可能性について

検討している。金井らは児童生徒とその保護者を対象に「津波てんでんこ」の促進・阻害

要因について、アンケート調査を行い、定量的な分析を実施した。その結果、津波避難の
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状況について、保護者が相談したつもりでも子どもは「忘れている」「覚えていない」等一

方的な関わりであったことが確認された。この結果に対して、金井らは、家庭を巻き込ん

だ実践的な学習や定期的な家庭防災会議の促進等の対応を記している。また、家族と避難

方法について相談している児童生徒のほうが、そうでない児童生徒よりも地震発生時に適

切な対応行動意向を有していることが確認された。また、「わが子は適切に避難することが

できる」と思っている保護者ほど「津波てんでんこ」を実行する可能性が高いことを示唆

する結果が示された。以上の結果より親子間の津波避難に関する信頼関係が「てんでんこ」

の促進・阻害要因となりえることが確認された。今後の課題として、家族間で「津波てん

でんこ」が促進される強固な信頼関係を築くことができるように、家庭防災会議を行う際

はより具体的な避難方法を話し合い、確認し合うことを防災教育の中に取り入れることが

必要と考察している。

４）子どもの主体性を促すリスク教育・防災教育教材

　日本の児童の生活時間は、20% が学校内、残り 80% が学校外で過ごしていると言われて

いる 15）。そのため、「自分の命は自分で守る」という主体的に行動する態度を育むことは

防災教育において、重要課題となる。

　高田ら 16）の報告では、妖怪伝承に着目して伝統的な自然災害に関する捉え方を分析し、

児童を対象とした防災・減災教育プログラムを検討している。高田らは妖怪に着目した理

由として、妖怪は日本の風土性の中で災害リスクへの表象と捉えることができる点、子ど

も達が防災減災に関心を抱く契機になる点を挙げている。また、この報告では、妖怪伝承

の中に込められた自然災害リスクへの関心の構造を明らかにしている。具体的には、妖怪

の働きが①災害の誘発要因　②災害の予兆要因　③災害状況の説明　④災害の回避方策　

⑤災害履歴の伝達の５類型で語られると示している。これらを踏まえて、自然災害リスク

マネジメントとして災害体験を妖怪に置き換える意義を以下のように記述している。災害

の妖怪への置き換えは、災害が発生するそれぞれの地域の風土性を捉え、発災後に伝える

べき教訓を含み、単なるリスク体験を伝えるのではなく、それぞれの地域や集団で共有・

共感される災害体験を他者や後世に伝えるための装置の役割があるとしている。高田らは、

この機能に着目し、妖怪を活用したワークショップを紹介している。このワークショップ

では、子ども達がオリジナルの妖怪の性質を考えることで、身の回りにある潜在的なリス

クに気づく、意識することを目的にしている。さらにそのリスク事象（妖怪）に遭遇した

際の対処方法を考えることに焦点をあてている。このようなワークを通じて、参加者の感

想の中でもその地域のリスクに意識して注目し、それに対して備える機会作り出す可能性

を示している。妖怪に着目した防災教育ワークショップは、具体的なリスク現象・リスク

のエッセンス・妖怪という３つの要素を循環的かつ関係的にとらえ、自身及び地域の安全

性を担保するための意識や実践態度を醸成してくことができると考察している。

　小学校２年生を対象に、危険予測と対処行動を学ぶ防災教育について報告した豊沢ら７）

の研究では、低学年に対して主体的行動を促す工夫として、マルチメディア教材を活用し
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ている。この報告では、地震の揺れや時間経過に伴う状況の変化を視覚的にとらえるメディ

ア教材は理解の促進と学習意欲の向上に役立つ可能性があると述べ、2017 年に開発した教

材 17）を使用して防災教育を実施している。結果において、主観的な理解度は、学習の主効

果が生じ、学習効果が確認されている。また、危険予知と対処行動の理解度に差がなく、

危険と安全をバランスよく学習することができていたと報告している。豊沢らの報告では、

マルチメディア教材の活用は、子どもの主体的な行動を促すことに効果はあったが、知識

と行動をより結びつけるためには、体を動かす学習と組み合わせることが有効と捉え、今

度も様々な学習方法を実施し検討することが望ましいと述べている。

　曽川 18）の研究では、主体的な避難者育成を目指した防災教育に依拠しながら、地図活用

で意識したい６つの理論的枠組みを構築することを目的とした研究を報告している。さら

にこの６つの理論的枠組みに基づき、学習教材「大島小子ども防災マップ」の作製、地図

活用型防災教育として地図上の避難訓練シミュレーション「ディクロ」の開発を実施し、

実践案を提示している。特に「大島小子ども防災マップ」は . 家庭におけるオーダーメイ

ド避難 19）を検討するためのリスクコミュニケーションツールとして開発された教材であ

る。このマップは、活用型防災マップとして学校で防災学習を受けた後、各家庭で避難作

戦を書き込み、可視化することを目的としたものである。具体的には、以下の３つのポイ

ントが提示されている。１つ目は「わが子の命を絶対に守る」という趣旨の明確化である。

マップを囲んで家族で話し合うことで「絶対に逃げている」という信頼関係はてんでんこ

避難を可能にする前提条件だからである。２つ目は具体的な活用方法　複数の避難場所・

避難経路・危険個所の話し合い（家族安全会議）と実際に歩いて確認する（家族訓練）　再

度地図で確認し重要なことを書き込む。３つ目のポイントは情報量をマップ内に抑えこむ

ことである。

　また、図上避難訓練「ディクロ」は、防災ゲームクロスロード 20）と DIG 21）を組みあわせ、「大

島小子ども防災マップ」の上で図上避難訓練を行うオーダーメイド避難のシミュレーショ

ンである。具体的な活用方法は、児童２人が１組となり、透明シートを被せた「大島庄子

ども防災マップ」上に５分毎に DIG 的に示される災害情報にマークを書き込みながら、そ

の時々の状況に合わせた避難行動について考える内容である。実際に災害が起こった場合

では、地図を見ながら避難することはできない。だからこそ、日常的に生活圏の地理的状

況を身体感覚で取り込み、児童の認知と避難地図の一体化を図ることが災害からの避難行

動につながるとしている。

３.考察

１）文献の掲載年次について

　今回採用した論文７本のうち、６本が東日本大震災以降の報告であった。日本の防災教

育は古くから取り組まれてきたが、1995 年の阪神淡路大震災、2011 年の東日本大震災の経

験から、各地で防災教育に重点を置いた取り組みが行われている 22）。特に東日本大震災後

は「学校教育における安全文化の構築」23）が重要とされ、学校における防災教育の重要性
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が高まったため、その影響により本稿の選択論文の多くが東日本大震災以降であったと考

えられる。近年における防災教育の研究動向として、望月 24）によれば、防災教育に関する

実践授業でも「リスク認知」に関係する報告が 30 件以上とされる。このように「リスク認

知」に関する防災教育は多く報告されるようにになったが、系統的なリスク教育に関する

報告は少なく、今後はリスク教育と防災教育をセットにして実施する必要があると考える。

２）認知発達段階に合わせたリスク教育・防災教育

　2013 年に文部科学省は、「学校防災のための参考資料「生きる力」を育む防災教育の展

開 25）において、幼稚園児から高校生まで、児童生徒等の発達の段階に合わせた防災教育の

目標を設定し、指導する内容を整理して提示している。この資料では、リスクの知識の領

域である（知識、思考・判断）、リスク認知としての（危険予測と主体的行動）・地域のつ

ながりとしての（社会貢献・支援者の基盤）の３領域を設け、各校種ごとの目標とねらい

の項目ごとの目標を示している。このように資料では目標設定はあるものの具体的な事例

が示されていない。そのような中で豊沢ら 11）の報告は、地震に対する子どものリスク認知

の特徴を明らかにし、防災教育の実践に役立つ知見が報告されている。豊沢らは、は大学

生と比較した子どものリスク認知の特徴として①状況に対する多面的な理解の少なさ　②

自我関与の低さ　③発生確率や被害の深刻さの考慮の少なさの３点を抽出し、それぞれに

対応し防災教育の留意点をまとめあげている。さらに今後の展望として、実践面ではより

具体的な教材開発と指導計画の作成をあげ、学術面では、リスク認知の発達に伴う変化に

ついての知見を重ねる必要性を示している。

　照本ら 12）・豊沢ら７）においても、認知発達に対応した取り組みとして、より具体的な避

難行動の認識や避難訓練、またマルチメディアの活用などを紹介している。近年の防災教

育実践研究の動向をレビューした望月らの報告では、実践の中ではハザードマップやアプ

リで記録した防災マップを使用した具体的な事例も多く紹介されていたが、認知発達段階

に合わせた報告は多くみられなかった。そのほか、認知発達段階に合わせた実践報告とし

て、文部科学省の「生きる力」を育む防災教育の展開に記載されている発達段階に合わせ

た目標設定をしている報告は多くあるが 27）28）29）、そのほとんどが小学校各学年単体の報

告であり、学年毎の比較や縦断研究など発達に伴う変化に関する報告はほとんどなかった。

今後は、それぞれの報告について認知発達に焦点を当てたレビューを行い、認知発達に伴

う変化に関する知見を見出すことが重要である。

３）保護者の協力とリスク教育・防災教育

　保護者の協力のもとに行われる防災教育の重要性について豊沢ら 13）は、以下の２点の理

由をあげている。まず１点目は、阪神・淡路大震災の死因の９割が家屋・家具等の倒壊に

よる圧迫死と推測されたことから、自宅の耐震化・家具の固定等が防災対策となるが、こ

れらの対策は児童では難しく、保護者の協力が必要となるためである。２点目は、学校保

健法の改正に伴い、地域や保護者の協力のもと、安全教育を進めていく必要があるとの認
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識が高くなってきている点である。これらのことから、豊沢らは、児童が保護者に対策の

必要を伝え、協力を促すことにより、保護者が協力する意図をもつことが防災教育の中で

は重要と考えた。実際にこの報告では、子どもから保護者への伝達意図が高いほど保護者

の防災行動が促されることが確認されている。

　保護者の協力のもとに行われる防災教育の重要性を示す事例として、「釜石の奇跡」と言

われた岩手県釜石市の児童・生徒と保護者が実践した「津波てんでんこ」の事例は有名で

ある。片田 29）は釜石市の児童生徒とその保護者の非難実態から、「津波てんでんこ」が実

現された要因として、家族間の信頼関係の構築の重要性を指摘している。その後金井ら 14）

はこの「津波てんでんこ」を基に家族間の信頼関の構築に焦点をあてた研究を報告してい

る。この報告では、家族で避難方法について相談することが子どもの適切な避難を選択す

ることにつながることが確認されている。また、保護者が「自分の子どもは適切な避難行

動が実行されない」と思うと「津波てんでんこ」が実行される可能性が少なくなることも

確認されている。家族の信頼関係に関しては、前述の豊沢らも 13）は、子どもの保護者への

効力感は、ふだんの親子の会話量、保護者の会話態度と正の相関があり、児童に対する防

災教育の効果を考える上では、家庭環境も留意する必要があると考察している。豊沢ら 13）

はリスク教育・防災教育に保護者を巻き込む理由として、家庭内では子どもだけではでき

ない防災活動が多いこと、学校保健法改正により、地域や保護者と共に安全教育を進める

認識が高くなったことをあげている。このようにより効果的な防災教育には、家族の信頼

関係がキーワードとなる。しかしながら、現代の子育て環境を考えると、家族の信頼関係

だけに焦点を当てた防災教育には限界があると思われる。実際に「金井らの報告では、防

災教育を熱心に行われている地域を対象と調査であっても、「津波てんでんこ」の実行が困

難と思われる保護者が少なくなく存在していたことを示している。今後は防災教育を熱心

に行っていない地域での家庭防災会議の実施方法、または保護者だけではなく、地域域全

体を巻き込んだ防災教育、さらに子ども一人でも実施可能な主体性を促す防災教育も併せ

て重要となる。

４）子どもの主体性を促すリスク教育・防災教育教材

　前述した「津波てんでんこ」の実行を可能にするためには、保護者が「いざという時わ

が子は主体的に行動できる」という信頼がなければ成立しない。つまり、「災害発生時には

自分が率先して避難する」というルールを家庭内で事前に確認・了解しておくことが前提

となる。そのような点で片田は、災害から自らの命を守る主体性を醸成する防災教育が重

要とのべている 30）。このように子どもに向けた防災教育の課題は、子ども達や防災に興味・

関心を持ち主体的に学ぶ機会を創り出すこととなる。そのような点から妖怪をその地域の

災害のメタファーとして捉えた高田ら 16）の報告は、災害リスクマネジメントを考える上で、

極めて有用と考える。妖怪を取りいれたワークショップが当時妖怪ブームであったことも

あり、子ども達にとって興味を持ちやすい教材となり、地域性として将来に向けて伝播し

やすく、自然に対する畏怖の念も育むことができる教材である。加えて認知発達において、
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小学校低学年から中学生までの広範囲で活用できると思われる。さらに高田は、妖怪安全

ワークショップは自然災害だけではなく、身の回りの様々なリスクを考える教材になる可

能性を取り上げており、今後のリスク教育や防災教育の実施する上で応用し活用できる可

能性がある。

　低学年を対象とした防災教育で子どもの主体性を促す教材として、豊沢らはマルチメディ

ア教材を活用している。豊沢らの報告では、マルチメディア教材の活用は、子ども達の主

体性を促す効果があったことを示し、さらに実際に体を動かす学習と組み合わせることが

有効と述べている。マルチメディア教材を活用した防災教育の報告は数多くあり、特にゲー

ミフィケーションを活用した防災教育は、参加者のモチベーションと教育効果を高める上で

有益であるとされている 30）。ゲーミフィケーションとは、ゲームの考え方やデザインなど

の要素を、ゲーム以外の社会的な活動やサービスに利用すること」と定義されている 31）。 

元々防災教育におけるゲーミフィケーションの導入については、ゲームを通してプレイ

ヤーが創造的かつ主体的にリアリティを構築する支援が可能となる利点が指摘されてい 

る 20）。さらに、マルチメディア教材のゲーミフィケーションは、子どもの主体性を促す教

材としての可能性が広がり、今後の防災学習の中で展開されることが望まれる。

Ⅲ　リスク教育・防災教育に関するガイドライン・教材リスト

１）研究方法

　リスク教育・防災教育の文献レビューと同時進行で、関連性のある文献や資料を検索し

ガイドライン・教材リストを作成した。リスト作成シートには、①タイトル・発信元・発

信日　② URL　③対象者　④主な内容　の項目立てをし、内容を整理した。

２）結果

　検索段階で重複しているものを整理し、合計 31 件を選出した。リスク教育に関する教材・

ガイドラインは「そんぽ学習ナビ」の１件のみで、その他多くが防災教育に関するもので

あった。（表 2）「そんぽ学習ナビ」とは、日本損害保険協会が身の回りのリスクや損害保

険に関する情報を発信するサイトで、小学生から高齢者まで、対象者ごとに教材を作成し

ている。

－ 37 －



タ
イ
ト
ル
・
発
信
元
・
発
信
日

発
信
元
・
U

R
L

対
象

内
容

１
地

震
の

揺
れ

や
仕

組
み

を
実

験
動

画
で

学
ん

で
み

よ
う

！
（

防
災

・
減

災
W

E
B
ピ

ク
ニ

ッ
ク

）
一

般
社

団
法

人
日

本
損

害
保

険
協

会 名
古

屋
大

学
減

災
連

携
研

究
セ

ン
タ

ー

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

on
po

.o
r.j

p/
ab

ou
t/

us
ef

ul
/j

is
hi

ns
hi

k
um

i/i
nd

ex
.h

tm
l

子
ど

も
〜

大
人

地
震

の
揺

れ
や

仕
組

み
を

「
身

近
に

あ
る

モ
ノ

」
を

使
っ

て
楽

し
み

な
が

ら
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
内

容
。

地
震

リ
ス

ク
に

つ
い

て
学

び
、

防
災

・
減

災
に

つ
い

て
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

解
説

書
や

実
験

道
具

に
つ

い
て

も
D
L
で

き
る

。

２
発

達
障

害
の

あ
る

子
ど

も
の

防
災

教
育

ガ
イ

ド
梅

田
真

理
宮

城
学

院
女

子
大

学 科
学

研
究

費
助

成
事

業
基

盤
研

究
2
0
2
0
年

3
月

ht
tp

:/
/w

w
w

2.
ko

be
-

u.
ac

.jp
/~

sn
ow

bi
rd

/im
ag

es
/%

E9
%

98
%

B2
%

E7
%

81
%

BD
%

E6
%

95
%

99
%

E8
%

82
%

B2
%

E3
%

82
%

AC
%

E3
%

82
%

A4
%

E3
%

83
%

89
.p

df

発
達

障
害

の
あ

る
子

ど
も

発
達

障
害

が
あ

る
た

め
に

周
囲

や
自

分
の

状
況

を
的

確
に

把
握

し
た

り
、

冷
静

に
行

動
し

た
り

す
る

こ
と

が
難

し
い

子
ど

も
た

ち
の

た
め

に
作

成

３
学

ぼ
う

防
災

N
H
K
 F

O
R

S
C
H
O
O
L

ht
tp

s:
//

w
w

w
.n

hk
.o

r.j
p/

sc
ho

ol
/s

ou
go

u/
bo

sa
i/

小
学

校
5
年

〜
6
年

中
学

N
H
K
 F

O
R
 S

C
H
O
O
L
内

の
1
コ

ン
テ

ン
ツ

自
然

災
害

を
正

し
く

知
り

、
ど

う
行

動
す

べ
き

か
を

考
え

る
サ

イ
ト

４
子

ど
も

に
や

さ
し

い
防

災
S
a
v
e 

th
e 

ch
ild

re
n

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

av
ec

hi
ld

re
n.

or
.jp

/lp
/d

rr/
子

ど
も

～
大

人
防

災
・

災
害

時
に

お
け

る
子

ど
も

た
ち

の
関

わ
り

,子
ど

も
と

一
緒

に
非

常
用

持
ち

出
し

袋
の

準
備

,み
ん

な
で

考
え

よ
う

！
自

然
災

害
と

防
災

 
み

ん
な

に
知

っ
て

ほ
し

い
！

自
然

災
害

の
こ

と
」

な
ど

の
コ

ン
テ

ン
ツ

を
多

数
紹

介

５
小

学
生

向
け

イ
ツ

モ
防

災
教

材
埼

玉
県

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.s

ai
ta

m
a.

lg
.jp

/a
04

01
/s

yo
ug

ak
us

ei
.h

tm
l

小
学

生
小

学
生

を
対

象
と

し
て

「
イ

ツ
モ

防
災

＝
い

つ
も

の
生

活
の

中
で

で
き

る
備

え
」

を
、

ク
イ

ズ
や

ゲ
ー

ム
を

通
し

て
考

え
、

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

内
容

に
な

っ
て

い
る

６
み

や
ぎ

防
災

教
育

副
読

本
宮

城
県

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.m

iya
gi

.jp
/s

os
hi

ki
/h

ot
ai

/f
uk

ud
o

ku
ho

n.
ht

m
l

子
ど

も
～

大
人

東
日

本
大

震
災

を
経

験
し

た
子

ど
も

た
ち

が
,将

来
,ど

の
よ

う
な

災
害

に
あ

っ
て

も
,

自
分

の
命

を
守

り
,共

に
助

け
合

い
,生

き
抜

い
て

い
く

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
,防

災
に

つ
い

て
考

え
,行

動
し

,き
ず

な
を

大
切

に
し

て
い

け
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

作
成

。

表
２

リ
ス

ク
教

育
・

防
災

教
育

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

・
教

材
リ

ス
ト

表 2　リスク教育・防災教育に関するガイドライン・教材リスト

－ 38 －



タ
イ
ト
ル
・
発
信
元
・
発
信
日

発
信
元
・
U

R
L

対
象

内
容

７
防

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
N
P
O
法

人
プ

ラ
ス

ア
ー

ツ
ht

tp
:/

/p
lu

s-
ar

ts
.n

et
/c

or
po

ra
te

/s
ta
ff/

子
ど

も
～

大
人

「
イ

ザ
！

カ
エ

ル
キ

ャ
ラ

バ
ン

！
」

「
地

震
IT
S
U
M
O
」
「
レ
ッ
ド
ベ
ア
サ
バ
イ
バ
ル

キ
ャ

ン
プ

」
な

ど
、

子
ど

も
も

大
人

も
楽

し
く

学
べ

る
防

災
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

成

８
防

災
運

動
会

遊
び

防
災

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ht
tp

s:
//

as
ob

i-b
os

ai
.c

om
/p

ro
je

ct
/b

os
ai

-u
nd

ok
ai

/
子

ど
も

～
大

人
防

災
に

興
味

が
な

い
、

興
味

が
あ

る
け

ど
動

き
出

せ
な

い
人

に
、

防
災

に
触

れ
る

き
っ

か
け

を
つ

く
る

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

紹
介

９
防

災
か

る
た

高
知

県
危

機
管

理
部

南
海

ト
ラ

フ
地

震
対

策
課

ht
tp

s:
//

w
w

w
.p

re
f.k

oc
hi

.lg
.jp

/s
on

ae
te

go
od

/e
nj

oy
/

ca
rta

.h
tm

l
文

字
を

覚
え

る
年

齢
か

ら
小

学
生

ま
で

（
小

学
校

低
学

年
を

中
心

と
し

て
作

成
）

地
震

・
津

波
か

ら
身

を
守

る
た

め
に

大
事

な
こ
と
を
こ
ど
も
に
伝
え
る
た
め
に
作
成
。

そ
の
他
、
ク
イ
ズ
、
着
ぐ
る
み
、
ダ
ン
ス
、

漫
画

等
も

紹
介

さ
れ

て
い

る
。

１
０

防
災

か
る

た
徳

島
県

2
0
2
1
年
7
月

ht
tp

s:
//

an
sh

in
.p

re
f.t

ok
us

hi
m

a.
jp

/d
oc

s/
20

21
07

09
00

01
2/

子
ど

も
～

大
人

家
庭

や
学

校
，

事
業

所
等

で
み

ん
な

で
楽

し
み

な
が

ら
防

災
に

つ
い

て
学

べ
る

「
地

震
体

験
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
す

ご
ろ

く
」

と
「

防
災

か
る

た
」

を
作

成

１
１

防
災

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

防
災

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

「
こ

の
つ

ぎ
な

に
が

お
き

る
か

な
？

」
国

土
交

通
省

ht
tp

s:
//

w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/s
ai

ga
i/s

ai
ga

i0
1_

tk
_0

00
00

5.
ht

m
l

子
ど

も
～

大
人

震
の

揺
れ

が
お

さ
ま

り
帰

宅
し

た
ら

津
波

が
家

に
！

ド
ア

の
外

に
水

が
た

ま
る

と
玄

関
が

開
か

な
く

な
る

！
津

波
や

水
害

が
発

生
し

た
と

き
に

起
こ

る
危

険
な

状
況

を
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
と

し
て

作
成

。
そ

の
他

の
ゲ

ー
ム

も
紹

介

１
２

「
ひ

ょ
う

ご
『

学
ぼ

う
災

』
か

る
た

」
兵

庫
県

2
0
1
9
年
1
1
月

ht
tp

s:
//

w
eb

.p
re

f.h
yo

go
.lg

.jp
/h

nk
01

/m
an

ab
ou

sa
ik

ar
ut

a2
01

9.
ht

m
l

小
学

生
未

来
を

担
う

子
ど

も
達

が
、

防
災

に
関

す
る

知
識

・
行

動
・

心
構

え
（

意
識

）
を

楽
し

く
学

び
、

身
に

つ
け

る
た

め
の

啓
発

教
材

「
ひ

ょ
う

ご
『

学
ぼ

う
災

』
か

る
た

」
を

作
成

１
３

子
ど

も
防

災
か

る
た

消
防

防
災

博
物

館
ht

tp
s:

//
w

w
w

.b
ou

sa
ih

ak
u.

co
m

/p
ic

tu
re

bo
ok

/p
ic

tu
r

eb
oo

k_
ca

te
go

ry
/p

ic
tu

re
bo

ok
02

/
子

ど
も

～
大

人
コ

ン
テ

ン
ツ

内
の

こ
ど

も
広

場
で

は
、

災
害

に
つ

い
て

の
知

識
を

こ
ど

も
が

わ
か

り
や

す
い

よ
う

に
紹

介

１
４

い
え

ま
で

す
ご

ろ
く

防
災

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

ht
tp

:/
/ie

m
ad

es
ug

or
ok

u.
jp

/
小

中
学

生
地

震
の

あ
と

に
ど

ん
な

こ
と

が
起

こ
る

の
か

、
子

ど
も

た
ち

が
遊

び
な

が
ら

学
べ

る
ゲ

ー
ム

を
作

成

表
２

リ
ス

ク
教
育
・
防
災
教
育
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
教
材
リ
ス
ト
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タ
イ
ト
ル
・
発
信
元
・
発
信
日

発
信
元
・
U

R
L

対
象

内
容

1
5

幼
児

向
け

防
災

教
育

用
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
「

ぼ
う

さ
い

ダ
ッ

ク
」

社
団

法
人

日
本

損
害

保
険

協
会

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

on
po

.o
r.j

p/
ab

ou
t/

eff
or

ts
/r

ed
uc

tio
n

/b
ou

sa
i-d

uc
k/

in
de

x.h
tm

l
子

ど
も

～
大

人
安

全
・

安
心

の
最

初
の

第
一

歩
と

し
て

、
子

ど
も

た
ち

が
、

実
際

に
身

体
を

動
か

し
、

声
を

出
し

て
遊

び
な

が
ら

学
ん

で
も

ら
う

た
め

の
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム

1
6

災
害

対
応

カ
ー

ド
ゲ

ー
ム

教
材

「
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
」

チ
ー

ム
ク

ロ
ス

ロ
ー

ド
内

閣
府

ht
tp

s:
//

w
w

w
.b

ou
sa

i.g
o.

jp
/k

yo
ik

u/
ke

ig
en

/t
or

ik
um

i
/k

th
19

00
5.

ht
m

l
子

ど
も

～
大

人
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
を

通
じ

、
参

加
者

は
、

災
害

対
応

を
自

ら
の

問
題

と
し

て
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
考

え
る

こ
と

が
で

き
、

か
つ

、
自

分
と

は
異

な
る

意
見

・
価

値
観

の
存

在
へ

の
気

づ
き

も
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
7

防
災

カ
ル

タ
全

労
災

ht
tp

s:
//

w
w

w
.ze

nr
os

ai
.c

oo
p/

st
or

ie
s/

bo
us

ai
ca

rta
.h

tm
l

子
ど

も
～

大
人

子
ど

も
た

ち
の

安
全

を
願

い
、

防
災

･減
災

を
は

じ
め

交
通

安
全

な
ど

、
子

ど
も

た
ち

に
覚

え
て

ほ
し

い
「

備
え

の
知

識
」

を
「

か
る

た
」

を
通

じ
て

学
ぶ

こ
と

を
目

的
に

制
作

1
8

防
災

ゲ
ー

ム
で

、
遊

び
な

が
ら

防
災

知
識

を
習

得
子

育
て

応
援

サ
イ

ト
M
A
R
C
H

2
0
1
8
年
8
月

ht
tp

s:
//

ko
so

da
te

-m
ar

ch
.jp

/d
is

as
te

r-
pr

ev
en

tio
n-

ga
m

e3
84

86
/

子
育

て
中

の
親

を
中

心
に

子
ど

も
～

大
人

ボ
ー

ド
ゲ

ー
ム

、
カ

ー
ド

ゲ
ー

ム
、

パ
ソ

コ
ン

や
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
で

遊
べ

る
お

す
す

め
の

防
災

ゲ
ー

ム
を

紹
介

1
9

防
災

教
育

ス
イ

ッ
チ

公
益

社
団

法
人

中
越

防
災

安
全

推
進

機
構

2
0
2
0
年
3
月

ht
tp

:/
/f

ur
us

at
o-

bo
us

ai
.n

et
/

子
ど

も
～

大
人

新
潟

県
内

で
行

わ
れ

て
い

る
様

々
な

防
災

教
育

の
取

り
組

み
を

紹
介

学
校

現
場

に
お

い
て

子
ど

も
達

が
関

心
を

も
っ

て
取

り
組

め
る

防
災

授
業

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
公

開

2
0

町
あ

る
き

防
災

マ
ッ

プ
の

作
り

方
岡

山
県

玉
野

市
2
0
2
1
年
4
月

ht
tp

s:
//

w
w

w
.c

ity
.ta

m
an

o.
lg

.jp
/s

ite
/b

ou
sa

i/1
04

2.
h

tm
l

子
ど

も
～

大
人

防
災

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

の
活

性
化

を
目

的
と

し
て

災
害

に
備

え
た

防
災

マ
ッ

プ
作

成
の

手
引

き
を

掲
載

2
1

「
防

災
教

育
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
防

災
教

育
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
実

行
委

員
会

ht
tp

:/
/w

w
w

.b
os

ai
-s

tu
dy

.n
et

/t
op

.h
tm

l
高

校
生

~大
人

防
災

教
育

の
場

の
拡

大
や

質
の

向
上

に
役

立
つ

共
通

の
資

産
を

つ
く

る
こ

と
を

目
的

に
、

防
災

教
育

に
関

す
る

新
し

い
チ

ャ
レ

ン
ジ

を
サ

ポ
ー

ト
。

そ
の

プ
ラ

ン
の

準
備

・
実

践
に

当
た

っ
て

発
生

す
る

経
費

を
支

援
し

、
実

現
に

向
け

た
防

災
教

育
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

対
面

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

ア
ド

バ
イ

ス
な

ど
の

支
援

を
実

施
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ラ

ン
団

体
や

事
例

の
紹

介
を

掲
示

表
２

リ
ス

ク
教
育
・
防
災
教
育
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
教
材
リ
ス
ト
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タ
イ
ト
ル
・
発
信
元
・
発
信
日

発
信
元
・
U

R
L

対
象

内
容

2
2

そ
ん

ぽ
学

習
ナ

ビ
日

本
損

害
保

険
協

会
業

務
企

画
部

啓
発

・
教

育
グ

ル
ー

プ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.s

on
po

.o
r.j

p/
ed

uc
at

io
n/

el
em

en
ta

ry
/

小
学

生
・

中
学

生
・

高
校

生
～

大
人

・
高

齢
者

小
学

生
対

象
：

防
災

・
安

全
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

「
ぼ

う
さ

い
探

検
隊

」
を

は
じ

め
、

交
通

・
生

活
安

全
に

関
す

る
教

材
中

学
生

対
象

：
交

通
事

故
や

自
然

災
害

な
ど

の
身

の
回

り
の

リ
ス

ク
に

つ
い

て
、

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

形
式

で
学

べ
る

教
材

2
3

防
災

学
習

人
と

防
災

未
来

セ
ン

タ
ー

ht
tp

s:
//

w
w

w
.d

ri.
ne

.jp
/m

at
er

ia
l/p

ub
lic

at
io

n/
st

ud
i

es
/

小
学

生
・

中
学

生
・

高
校

生
～

大
人

小
中

学
生

を
対

象
と

し
た

教
材

「
災

害
学

習
ノ

ー
ト

」
と

中
高

生
～

大
人

を
対

象
と

し
た

「
教

材
「

く
ら

し
と

震
災

学
習

ノ
ー

ト
」

を
掲

載

2
4

防
災

教
育

に
使

え
る

副
教

材
・

副
読

本
ポ

ー
タ

ル
国

土
交

通
省

・
気

象
庁

ht
tp

s:
//

w
w

w
.jm

a.
go

.jp
/j

m
a/

ki
sh

ou
/k

no
w

/f
uk

uk
y

ou
za

i/i
nd

ex
.h

tm
l

小
学

生
・

中
学

生
対

象
年

齢
別

(小
学

生
、

中
学

生
等

)、
現

象
別

(気
象

、
海

洋
、

地
震

・
津

波
等

)、
形

態
別

(リ
ー

フ
レ

ッ
ト

、
読

み
物

、
動

画
等

)、
作

成
者

別
(気

象
庁

、
国

土
交

通
省

、
日

本
赤

十
字

社
等

)に
、

副
教

材
や

副
読

本
を

検
索

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
5

防
災

教
育

ポ
ー

タ
ル

国
土

交
通

省
ht

tp
:/

/w
w

w
.m

lit
.g

o.
jp

/r
ive

r/
bo

us
ai

/e
du

ca
tio

n/
m

a
te

ria
l.h

tm
l

教
員

向
け

防
災

教
育

に
取

り
組

む
先

生
に

向
け

て
最

新
の

情
報

を
提

供
す

る
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

授
業

の
参

考
資

料
と

な
る

教
材

・
素

材
が

災
害

種
別

ご
と

に
わ

か
り

や
す

く
紹

介
防

災
教

育
の

進
め

方
に

関
す

る
手

引
き

・
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
、

災
害

分
類

・
科

目
・

学
年

・
地

方
区

分
別

の
事

例
も

多
数

掲
載

2
6

防
災

危
機

管
理

eカ
レ

ッ
ジ

総
務

省
・

消
防

庁

ht
tp

s:
//

w
w

w
.fd

m
a.

go
.jp

/r
el

oc
at

io
n/

e-
co

lle
ge

/
子

ど
も

～
大

人
子

ど
も

対
象

教
材

で
は

、
親

子
で

楽
し

め
る

ク
イ

ズ
動

画
等

楽
し

く
防

災
の

こ
と

を
学

べ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
を

掲
載

。
防

災
・

危
機

管
理

を
サ

イ
ト

上
で

学
ぶ

こ
と

が
で

き
る

2
7

T
E
A
M
防

災
ジ

ャ
パ

ン
内

閣
府

ht
tp

s:
//

bo
sa

ija
pa

n.
jp

/e
du

ca
tio

n/
教

員
・

防
災

リ
ー

ダ
ー

教
員

や
防

災
リ

ー
ダ

ー
が

、
小

・
中

学
生

へ
の

指
導

に
活

用
で

き
る

防
災

教
育

コ
ン

テ
ン

ツ
映

像
コ

ン
テ

ン
ツ

、
指

導
案

、
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
等

が
紹

介
さ

れ
て

い
る

。

表
２

リ
ス

ク
教
育
・
防
災
教
育
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
教
材
リ
ス
ト
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タ
イ
ト
ル
・
発
信
元
・
発
信
日

U
R

L
対
象

内
容

2
8

防
災

教
育

教
材

・
防

災
ゲ

ー
ム

等
の

一
覧

防
災

教
育

普
及

協
会

2
0
2
2
年
7
月

ht
tp

s:
//

w
w

w
.b

ou
sa

i-e
du

.jp
/in

fo
/k

yo
uz

ai
-li

st
/

子
ど

も
～

大
人

学
校

・
地

域
で

の
防

災
教

育
で

使
用

で
き

る
様

々
な

防
災

教
育

教
材

・
防

災
ゲ

ー
ム

等
を

一
覧

(リ
ン

ク
先

)で
紹

介
。

ま
た

、
防

災
教

育
教

材
活

用
ガ

イ
ド

チ
ャ

ー
ト

が
あ

り
、

対
象

者
、

時
間

、
会

場
な

ど
の

条
件

か
ら

適
し

た
教

材
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
る

。

2
9

青
少

年
赤

十
字

の
防

災
教

育
日

本
赤

十
字

社
ht

tp
s:

//
w

w
w

.jr
c.

or
.jp

/v
ol

un
te

er
-a

nd
-

yo
ut

h/
yo

ut
h/

pr
ev

en
tio

n/
小

学
生

〜
高

校
生

自
然

災
害

に
向

き
合

っ
て

き
た

日
本

赤
十

字
社

と
現

場
教

員
が

提
案

す
る

「
授

業
で

す
ぐ

使
え

る
防

災
教

材
」

が
ま

と
め

ら
れ

て
い

る
。

小
中

学
生

・
高

校
生

向
け

に
、

授
業

で
使

え
る

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
素

材
、

授
業

で
使

え
る

作
文

素
材

、
授

業
で

使
え

る
写

真
素

材
を

な
ど

が
掲

載

3
0

そ
な

え
る

防
災
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